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１．禁止表国際基準と2026年の改正点について



国スポ大会では、夏季と冬季で禁止物質が変わるので注意！

監視プログラムのカテゴリーもある（当該年では禁止ではないが
今後の使用状況によっては禁止となる可能性がある）











































２．TUE申請とその内容の理解について



Copyright © JAPAN Anti-Doping Agency | All Rights Reserved.

















３．ドーピング禁止物質の検索について



ドーピング物質（禁止物質）の検索ツール







４．公認スポーツファーマシストとアンチドーピング



“(公認)スポーツ・ファーマシスト”とは

現在、県内では102名の薬剤師が
公認スポーツファーマシストの
資格を持っている（内、県薬会員
は65名、64％である）

〇



いままでのスポーツファーマシストの役割
クリーンスポーツの価値について伝える
アンチ・ドーピングの概念・禁止物質・禁止方法についての解説
身近な医薬品やサプリメントの内、禁止物質に含まれるものの情報提供
禁止物質の検索方法の伝達 などが主体であった

今後のスポーツファーマシストの役割
上記に加えて、スポーツ薬理学を基礎とした以下の内容

疾患において既に薬物治療をしているアスリート等へは
よりパフォーマンスを低下させないような薬の選び方のアドバイス
本番の試合に失敗しないようなくすりの使い方のアドバイス 等を
また、薬やサプリメントを未だに使用していないアスリート等へは
特にサプリメントなどを積極的に摂らないような食習慣やその価値についての
一層の啓発を行うことができることが新たに求められるようになってきたと思われる










